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町
政
功
労
者
を
表
彰

賀
藤
議
員
ら
十
八
名
が
受
賞

昭
和
五
十
八
年

慶
の
町
表
彰
式
が
、

十

．
月
五
日
．
町
公
民
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
．

こ
れ
は
、
町
表
彰
規
程

に
よ
り
、
政

治
、
経
済
、
産
業
、
文
化
、
社
会
な
ど

町
政
各
般
に
わ
た
っ
て
、
町

の
発
展
に

尽
く
さ
れ
た
方
々
を
顕
彰
す
る
も
の
で

今
年
で
十
八
回
を
迎
え
ま
し
た
．

今
年
度
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
．
功
労

表
彰
と
し
て
、
議
口

を
良
く
勤
め
た
賀

藤
貞
さ
ん
、
同

じ
く
松
浦
義
男
さ
ん
』り

十
四
名
が
賢
賞
、
善
行
表
彫
は
、
部
落

会
長
の
渡
辺
茂
吉
さ
ん
ら
コ
一
名
に
贈
ら

れ
、
財
団
法
人
福

鳥
土
地
Ｋ
画
鰹
理
協

会
に
惑
謝
状
が
附
呈

さ
れ
ま
し
た
．

表
彫
式
は
、
午

前
九
時
半

か
ら
公
民

館
講
堂
で
開
か
れ
、
受
賞
者
を
は
じ
め

佐
藤
町
長
．
菊
地
町

議
会
議
長
、
関
係

者
六
卜
名
が
出
席

し
て
行

わ
れ
、
受
賞

者

．
人
ひ
と
り
に
、
町

長
か
ら
賞
状
と

だ
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
．

受
賞
者
を
代
表

し
て
賀
蘰
貞
さ
ん
が

「
こ
の
よ
う
な
栄

え
あ
る
賞
を

い
た
だ

き
、
た
い
へ
ん
名

誉
で
．
あ
り
が
た
く

思
っ
て
い
ま
す
．
今

後
も
．

い
っ
そ
う

町
の
発
展
に
努
力
し

ま
す
Ｊ

と
謝
辞
を

述
べ
て
表
彰
式
を
柊
え
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で

す

。

（

敬

称

略

）

功

労

表

彰

▽
賈
藤

貪
（
町
議
会
議
員
）

▽
松
浦
義
男
（
町
議
会
議
員
）

▽
菊
地
太
Ξ
（

農
業
委
員

）

▽
曳
地
醤
作
（
民
生
委
員

）

▽
佐
野
市
郎

へ
民
生
委
μ

）

▽
菊
地
平
助
（
町
消
防
団

）

▽
佐
藤
正
雄
（
町
消
防
団

）

▽
斎
霞

實
（
町
消
防
団

）

▽
佐
一

歯
一
郎
（
町
消
防
団

）

▽
柵
山
庄
市
（
町
消
防
団

）

▽
近
野
一

多
（
町
消
防
団

）

▽
田
口
義
晴
（
町
消
防
団

）

▽
佐
久
間
寿
助
（
町
消
防
団

）

▽
高
橋
喜
久
（
町
職
員
）

善

行

表

彰

▽
渡
辺
茂
吉
（
部
落
会
長

）

▽
菊
地
惣
吉
（
部
落
会
長

）

▽
佐
久
間
孝
雄
（
納
税
貯
蓄
組
合
長
）

感

謝

状

贈
呈

▽
財
団
法
人
福
鳥
県
土
地
区
画
整
理
協

会

会
長
田
畑
金
光

公
民
館
に
感
謝
状

～
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
‘
’

少
年
の
非
行
防
止
と
更
生
の
援
助
を

重
点
目
標
と
す
る
、
本
年
の

”
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
”
に
お
い
て
、
国
見

町
公
民
館
が
、
長
年
の
功
績
が
認
め
ら

れ
、
福
鳥
中
央
公
民
館
、
梁
川
町
公
民

館
と
と
も

に
、
福
鳥
保
護
観
察
所
長
か

ら
感
謝
状
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

「
こ
の
惑
謝
状
は
。
今

ま
で
活
躍
さ

れ
た
職
員
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。

深
く
感
謝

い
た
し
ま
す
。
今
後
と
も
、

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
青
少
年
健
全

弯
成
の
努
力
を
し
て

い
き
た
い
と
思

い

ま
す
Ｊ

と
渡
辺
等
公
民
館
長
は
、
受
賞

の
喜
び
を
鵬
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

卜
皋
麗
状
を
手
に
渡
辺
公
民
館
長



第
三
十
三
回
福
鳥
県
統
計
人
会

国
見
町
に
内
閣
総
理
大
臣
表
彰

Ｉ
住
民
基
本
台
帳
人
日
移
動
報
告
～

卜
月
ニ
ト
日
、
菊
人
形
で

に
ぎ
わ
う

二
本
松
巾
で
、
ｉ

。。。卜
五
回
福
島
県
統

計
人
会

が
川
か
れ
ま
し
た
１

同
兒
町
が
、

住
民
基
本
台
帳
人
口
移
動

報
ｔ
‥
で
、
内

閣
総
理
大
臣
表
彫
を
受
け
ま
し
た

。
同

じ
く
マ
ル
ト

メ
リ
ヤ
ス
有
限
会
社
｛
収

海
林
正
Ｆ

社
長

。｝
が
、
動
態
統
計

糾
査

で
、
通
陥

産
業
人
臣
去
彰
を
受
賞
し

ま

し
た
。

ま
た
、
統
計
功
労
者
と
し
て
、
人
内

正

笂
さ
ん

Ｉｇ

Ⅲ
、
統
計
阨
剌

麼
ト

ー

乍

）
と
佐
久
川
侈
棉
さ
ん
（
森
江

野
。

統
計
従
事
麼
九
年

）
の

。一
名
の
糾
査
Ｕ

が
、
長
年
の
努
力

が
麗
め
ら
れ
、
県
統

計
協
会
畏
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

こ

　
２

．

　

と

と

と

も

に

、

統

討

資

籵

の

亟

妛

度

は

哨

す

．
力

で

す

が

．

へ
″

匯

と

も

糾

在

日

の

み

な

さ

ん

に

は

、

よ

ろ

し

く

お

畸

い

い

た

し

ま

す

ま

た

．

人

会

席

上

、

統

計

ア

ッ

プ

コ

ン

ク

ー

ル

人

賞

台

表

彫

も

行

わ

れ

．

小

幸

校

高

冫

弟

の

部

川

で

、

小

収

小

学

校

．瓦

吊

の

鴨

田

山

４
‥
さ

・｛

が

、

県

教

ぢ

長

賞

を

Ｑ

賞

’
｝
ま

し

た

．

こ

の

リ

ン

ツ

ー

ｔ

は

、

統

計

に

関

心

を

持

っ

て

り

’り
お

う

と

福

島

県

が

‥
毋
吊

実

施

し

て

い
・
り

も

刀

で

．

学

校

賞

し

・`

｝

で

も

、

藤

………
小

幸

校

が

叶

年

に

紋

き

、

奨

励

校

賞

を

受

け

ま

し

た

．

Ｈ

ご

ろ

の

私

た

ち

の

身

の

川

り

の

釣

き

を

、

統

計

的

に

と

ら

え

、

具

体

的

に

グ

ー’フ

フ

で

‘
″
呪

』

、

人

々

に

訴

え

る

の

が

統

叶

ク
‐
ソ

フ

で

１

ぜ

ひ

、

末

弟

も

。

ど

し

ど

し

応

祁

！
・

て

’ヽ

だ
・
さ

い

。

入
賞
む
は
次
の

と
お
り
で
す
。。

｛
小
幸
校
低
幸
缶
｝の
部
｝

◆
佳

作

滝

川

祐

子
｛

鱗

川

小

．
．
乍

｝

佐

藤

摩

之
｛

小

川

申

．
．
年

｝

｛
小
学
校
鳥
学
年
の
部

◆
教
介
長
賞
鴨
田
由
香
一
小
収
小
五
年

）

◆
佳

作

反

田

靖

子
（

禧

Ⅲ

小

円

年

）

太

田

栢

子
｛

川
　

．Ｅｎ

年

｝

佐

藤

克

彦
｛

回
　

六

―

｝

平
　

桂

子
｛

同
　

六

第

一

羆

坂

千

尋
一
小

坂

小

丑

年

｝

▲表彫を受ける佐騷町長

▲鴨田由番さんと作品

租
税
教
室
開
催
さ
れ
る

卜

．
月

一
日
午
後
、
町
公
民
館
で
、

租
税
教
室
が
聞

か
れ
ま
し
た
．
阻
税
教

蚕
は
．
納
税
者
の
み
な
さ
ん
に
、
税
金

の
役
割
や
．
税

務
行
政
へ
の
理
解
と
は

頼
を
深
め
．
脱
金
を
身
近
な
も
の
と
し

て
考
え
て

い
た
だ
く
た
め
、
町
納
税
貯

蓄
組
合
迎
合
会
、
福
鳥
地
区
納
税
貯
蓄

組
合

迎
合
会
の
共
催
で

開
催

さ
れ
ま
し

た
．参

集
者
は
、
納
艇
貯
蓄
繊
合
畏
、
睇

人
会
な
ど
約
六
卜
名
で
、
講
師
は
、
福

鳥
税
務
署
艮

、
川
本
税
務
協
会
、
福
鳥

県
税
事
務
所
及
、
国
兄
町
長
、
町
税
務

課
職
ｎ

が
あ
た
り
ま
し
た
．

今
回
の
研
修
の
内
容
は
「
メ
イ
コ
の

く
ら
し

と
税
金
」
と
い
う
映
画
の
勉
強

に
始
ま
り
、
絹
綾
艇
、
贈
与
税
、
所
得

脱
の
振
替

納
税
制
度
、
町
脱

な
ど
に
つ

い
て
研
修
し
、
税
金
は
、
な
ん
と
い
っ

て
も
国

．
県
、
町
で

い
ろ

い
ろ
な
事
業

を
十
る
う
え
で
、
貴
重
な
財
源
で

あ
る

と

い
う
こ
と
を
、
認
畿
を
新
た
に
し
、

町
納
脱
貯
蓄
組
合
連
合
会
で
は
、
次
の

こ
と
を
亶
ａ

い
た
し

ま
し
た
．

［
所
得
税
の
振
廿

納
税
の
籌
及
と
、

県
税
．
町
税
の
納
期
内
完
納
を

推
進
す

る
町

］

こ
の
宣
ｊ

は
．
県
内
で
は
こ
番
目
で

す
が
、

．
吸
的
な
税
金
講
座

の
あ
と
は

個
別
相

談
も
行
わ
れ
ま
し
た
．

な
お
、
国
税
に
つ

い
て
の
相
談
は
、

税

務

署

内

に

あ

る

福

鳥

税

務

相

談

室

（

Ｓ

Ξ

四
甼

喜
丁

四（
｛
一
｝
か

日

本

税

務

協

会

福

鳥

支

部

に

気

軽

に

相

談

し

て

く

だ

さ

い

。

ま

た

。

町

税

に

つ

い

て

は

、

町

税

務

課

に

ど

ん

な

こ

と

で

も

相

談

し

て

い

た

だ

き

、

疑

問

な

事

が

ら

を

解

消

し

て

く

だ

さ

い

。

今

月

十

一

月

は

、

所

得

税

の

第

二

回

卜

の

予

定

納

税

に

な

っ

て

い

ま

す

の

で

該

当

者

は

、

便

利

な

振

替

納

税

を

お

す

す

め

し

ま

す

。

こ

の

振

替

納

税

は

、

税

務

署

に

口

座

番

号

を

通

知

し

ま

す

と

、

自

助

的

に

納

人

さ

れ

る

制

度

で

す

。

振

替

制

度

に

つ

い

て

は

、

税

務

署

管

理

部

門

に

照

会

し

て

く

だ

さ

い

。

▲偽心に講習を受ける参集者のみなさん



奧
の
細
道
国
見
峠
略
図

－

は
る

か
な

る
行

く
末

を
か

か
へ

て

、
か

か

る
病
お

ぼ
っ

か

き
り
Ｊ
へ
４
ど
　
あ
＆ｒ
や

Ｉ
りゃ
し
Å
ひ
じ
ゃ
Ｉ

な
し

と

い
へ

ど

、

羇
旅
返

土
の

行

脚
、

捨
身
無

常
の

観
念

．
道

路

に

死
な

ん
、
こ

れ

を
天
の

呎

な
り
と

、

気
力
い

さ

さ
か
取

り

直
し
、

道

縦
横

に
踏

ん
で

伊
違
の

大

木
戸

を
越
す

．
－

芭

蕉
の

「
奥
の

細
道
」

最

高
の

名
文
と

し
て

．

文
学
史

上
不

朽

の

作
と

い
わ

れ
る
．「
伊

遠
の

大
木

戸
」

は
、

わ
が

郷
土
国

見
の

騁

る
名
－

・
旧

跡

ぼ
４

る
．

こ

の

旧
奥

州
街

道
を

、
郷

土
史
研

究

会
の

菊
池

利
雄
さ

ん
の

案

内

で
歩

い
て
み

た
．

四
号
国

道
を
北
上
し
。
県
北
中
学
校

を
過
ぎ
て
五
百
ｊ
ほ
ど
い
く
と
、
昔
、

多
く
の
旅
人

が
人
木
戸
越
え
を
し
た
と

い
わ
れ
る
、
忘
れ
ら
れ
た
細
道
が
左
手

に
あ
る
。
現
在
は
、
雑
木
林
が
道
を

ふ

さ
い
で

い
る
。
木
立
の
中
を
か
き
わ
け

で
行
く
と
昭
和
四
十
三
年
瓦
月

に
町
で

建
立
し
た
芭
鯨
の
「
奥
の
細
道
」
の
記

念
碑
が
た
っ
て
い
る
。

そ
の
上
方
に
、
天
傑
四
年
｛
一
八
三

三
｝
森
山
村
の
佐
久
聞
純
皿
奪
に
よ
っ

て
建
立
さ
れ
た
知
道
軒
戸
賀
崎
翁
の
碑

と
、
嘉
永
二
年

二

八
五
〇
）
西
大
窪

村
の
乍
沢
鰹
山
が
建
立
し
た
筆
塚
の
碑

▲松尾芭薫の紀念碑
▲長坂の茶屋があった所

国
見
峠
略
年
表

七
九

四

（
延
歴
十
三

年
）

ｌ
刄
丶
！
め
た９
・

ろ

坂
上
田
村
麻
呂
大
軍
を
率
い

て
国
兄
峠
を
包
え
蝦
夷
征
伐

Ｉ
に
赴
く
か
り・
。
こ
の
頃
国

見

峠
は
古
代
東
山
道
の
信
夫
郡

伊
達
駅
と
苅
田
郡
篤
備
駅
と

の
問
に
位
置
し
て
い
た
。

一

一

四
四

（
康
治
二
年
）

西
行
法
師
陸
奥
に
旅
し
岡
兇

峠
を
越
え
て
平
泉
の
藤
原
秀

衡
の
も
と
に
赳
に
。

一

一

八

九

（
文
治
五
年

）

藤
原
泰
衝
国
見

齢
に
大
木
戸

を
構
え
源
頼
朝
の
率

い
る
鎌

倉
軍
を
迎
え
撃
っ
て

敗
れ
る
。

匸

一
．三
三

北
畠
顕
家
陸
奥
守
に
任
じ
ら

れ
曩
良
親
王
を
奉
じ
て
東
山

道
を
陸
奥
国
府
に
下
向
す
。

一

六
八

九

（
元
禄
二
年
）

松
尼
芭
蕉
門
人
曽
良
を
伴
な

い
奥
の
細
道
の
旅
に
出
て
伊

達
の
大
木
戸
｛
国
見
峠
｝
を

越
す
。

年
代
不
詳

国
見
峠
に
長
坂
茶
屋
が
建
て

ら
れ
る
『
江
戸
時
代
の
中
ご

ろ
』か
）

一

七

八
八

（
天

明
八
年

）

地
誌
幸
者
古
川
古
松
軒
、
奥

羽
、
松
前
巡
兄
使
に
従

い
梁

川
よ
り
貝
田
国
見

峠
を
経
て

桑
折
に
赴
く
。



が
あ
る
。
こ
の
付
近
に
、
茶
屋
（
長
坂

の
茶
屋
と
い
わ
れ
る
）
が
二
軒
立
ち
苞

び
、
道
行
く
人
を
な
ご
ま
せ
て
く
れ
た

も
の
と
往
時
の
こ
と
が
愿
ば
れ
る
。

現
在
は
、
鉄
道
や
国
道
に
寸
断
さ
れ

て
い
る
が
、
遺
跡
ら
し
い
も
の
が
、
と

こ
ろ
ど
こ
ろ
に
残
っ
て
い
る
。

文
祐
五
年

一
一

．
八
九
べ
源
頼
朝
の

率

い
る
鎌
介
軍
を
迎
え
撃
つ
た
め
．
弔

泉
の
職
原
泰
術
軍

が
．
こ
の
岡
見
峠

に

人
木
戸
を
構
え
、
阿
津
賀
志
山
の
中

腹

か
ら
旧
阿
武
隈
川
岸
ま
で
延
々
四

キ
ロ

メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
．一
重
隍
を
築
い

た
．
こ
の
喊
は
、
藤
原
軍
の
大
敗
と
な

っ
た
が
こ

ぶ

呎

は
呪
在
も
元
の
形
状

を
と
ど
め
て
い
る
部
分
が
あ
り
、
昭
和

五
十
六
年
．．
町

に
、
国
史
跡
と
し
て
指

定
さ
れ
た
、

松
尾
芭
蕉
が
門
人
曽
良
を
伴
な

い
、

元
似
こ
年
（

ご
（
八
九

）
に
こ
の
倒
見

峠
を
越
し
た
の
を

は
じ
め
、
明
治
‐
1
‐
．
‘

年

二

八
辷
九
｝
に
新
遮

が
開
通
さ
れ

奥
州
街
道
が
燒
さ
れ
る
ま
で
、
数
多
く

の
旅
人
が
こ
の
鵬
所
越
え
を
し
た
こ
と

で
あ
ろ
』乙

い
ま
、
使
命
を

終
え
た
街

道
に
ふ
さ

わ
し
く
、
色
あ
せ
た
雑
木
林
の
’４

鷲
の

中
に
、
狂
い
咲
き
の
つ
つ
じ
が

。
棟
、

色
あ
で
や
か
に
咲
い
て

い
た『
。「

▲大木戸卿土史にえがかれた二埀隍（大木戸小学校戴）

▲旧衝遭から阿漕賀志山を望む

▲鉄遭で分断された峠付近▲木立に圓まれた急坂▲筆 塚 の 碑

一
八
二
三

（
天

保
四
年
）

知
道
軒
戸
賀
崎
翁
の

碑
、
門

弟
．
森
山
村
の
佐
久
間
純
重

等

に
よ
っ
て
国
見

峠
に
建
立

一
八
五
〇

（
晶
永
三
年

）

西
大
翻
村
の
半
沢
経
山
国
兄

峠
に
筆
塚
の
碑
を
建
立
す
。

一
八
五
二

（
嘉
永
五
年
）

国
見
峠

か
ら
国
見
山
の
中

腹

に
か
け
て
三
十
二

観
音
。
八

十
八
大

師
の
画
像
碑
群
が
仏

源
ら
に
よ
っ
て
建
立
さ
る
。

一
八
七
五

（
明
治
九
年
）

六
月

明
治
天
皇
東
北
御
巡
幸

に
祭
し
、
馬
車
で
藤
田
駅
よ

り
国
見
峠
を
越
え
ら
れ
白
石

駅
に
向
わ
る
。

一
八
七
九

（
明
治
十
二
年
）

陸
羽
街

道
（
旧
奥
州
街
道
）
が

国
道
一
等
に
指
定
さ
る
。
こ

の
頃
車
馬
交
通
の
阻
害
と
な

る
嶮

岨
な
峠
道
を
避
け
て
山

麗
部
に
新
道
（
旧
国
道
）
が
開

か
れ
た
。
国

見
峠
越
え
の
旧

奥
州
街
道
は
僥
さ
れ
て
そ
の

便
命
を
終
え
る
。

一
九
六
八

（
昭
和
四
十
ご
一
年

）

旧
奥
川
街
道
国
見
峠
長
坂
の

茶
屋
跡
付
近
に
芭
蕉
の
記
念

碑
が
建
て
ら
れ
る
。

参
考
文
献

国
兄
町
史
、
福
鳥
県
歴
史

道
「
奥
州
道
中
」

菊

池

利

雄



町
政
モ
ニ
タ
ー
サ
ロ
ン

運
動
公
園
の
設
置
を

佐

藤

洋

一

先
日

の
テ
レ
ビ
で
、
い
わ
き
で
行
わ

れ
た
「
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
全
国
大
会
」
の

様
子
が
放
映

さ
れ
．
競
技
に
参
加
し
た

方
が
「
ゲ
ー
ト

ポ
ー
ル
を
始

め
て

か
ら

身
体
の
調
子

が
良
く
、
病
気
も
忘
れ
て

し
ま
っ
た
」

と
話
を
し
て
い
ま
し
た
．

わ
が
町
で
も
、
こ
の
一
年

の
問

に
．

老
人
ク
ラ

ブ
の
方
々
を
中
心
に
盛
ん

に

な
り
、
町
の
大
会
ま
で
開
か
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
よ
う
で
す
．

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
限
ら
ず
、
各
地
区

の
ス
ポ
ー
ツ
協
会
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
、

あ
る
い
は
、
職
場
や
団
体
．
町
主
催
な

ど
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

に
、
町
民
の
方

々

が
数
多
く
参
加
し
、
健
康
増
進
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
人
と
人
と
の
触
れ
合
い

を
通
じ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

大
会
を
終
え
、
懇
親
会
や
反
省
会
ほ

ど
。
よ
り
以
上
に
楽
し
い
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
中
で
、
い
つ
も
話
題
に

な
る
の
が
町
の
運
動
場
の
こ
と
で
す
。

町
に
は
。
体
育
館
と
運
動
場
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
の
で
き
る
広
塲
が
あ
り
ま
す

が
、
特
に
、
運
助
鳩
の
面
の
整
爾
が
悪

く
、
草
や
く
ぼ
み
に
足
を
取
ら
れ
る
始

末
で
、
緊
急
に
、
面
や
周
辺
の
整
備
を

し
て
い
た
だ
き
、
り
っ
ぱ
な
グ
ラ
ン
ド

で
競
技
で

き
る
こ
と
を
望

む
声
が
大
で

す
．い

ま
、
町
で
は
、
上

野
地
内
に
ミ
ニ

体
育
館

が
建
設
さ
れ
る
と
の
こ
と
、
こ

の
体
育
館
建
設
の
機
会
に
．
町
と
し
て

は
今
後
の
体
宵
施
殴
の
充
実
を
考
え
て

い
た
だ
き
、
将
来
に
向
つ
て
、
総
今

さ

れ
た
運
勅
公
鳳
づ
く
り
を
し
て

い
た
だ

き
た
い
と
思

い
ま
す
．

競
技
場
や
体
育
館
ソ

ア
ニ
ス
コ
ー
ト
、

プ
ー
ル
、
ダ
ン
ス
や
演
劇
．
話
し
合
い

の
で

き
る
ス

ポ
ー
ツ
会
館
、
図
１
館
も

国
見
町
の
歴
史
資
料
館
な
ど
．
松
林
が

あ
り
．
小
鳥

が
さ
え
ず
り
．
そ
こ
か
ら

Ⅲ
圍

が
見
え
、
幼
児

か
ら
お
年
寄
り
の

方
ま
で
、
敵
歩
を
し
た
り
遊
ぷ
こ

と
が

で

き
る
連
動
公
園
が
。
国
兇
町
に
あ
っ

て

い
い
は
ず
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
大
部
分
の
施
設
が
ま

と
ま
る
こ
と
に
よ
り
、
利
用
も
し
や
す

く
、
管
理
面

で
も
良
く
で
き
る
と
思

い

ま
す
。

窿
写
真
を
作
り
、
針
画
と
予

算
を
た

て
、
周
辺
の
方

々
の
理
解
と
協
力
を

い

た
だ
き
、
ぜ
ひ
、
運
動
公
園
を
持
ち
た

い
も
の
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
、
健
康
な
人
づ
く

り
と
、
町

づ
く
り
を
瓢
つ
て
。

昭
和
五
十
九
年
成
人
者

来
年
一
月
十
五
日
に
成
人
式

来
年
一
月
十
丘
口

の
「
成
人
の
日
」

に
は
町
の
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

対
卑
右
は
、
昭
和
一
。一
十
八
年
四

月
二

日
か
ら
ご一
十
九
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
で
、
町
内
在
往
者
で
す
。
た

だ
し
、
希
望
す
れ
ば
当
町
出
身
の
町
外

在
住
者
で
も
参

加
で

き
ま
す
。
早
め
に

総
務
課
か
教
青
委
貝
会

に
申
し
込
み
く

だ
さ

い
。
Ｓ
二

一
一
一

十

‐。
月
五
日

現
在
の
予
定
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。
氏
名

に
誤
り
や
記
載
も

れ
が
あ
れ
ば
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

・

藤
田
地
区
　
6
1名

野

村

幸

子

野

村

直

美

安
孫
Ｆ

ひ
と
み

菅

野

心

子

岩

野

剛

史

芳

賀

紀

子

村

上

睦

子

羽

眼

粹

昭

擒

藤

久
美
子

佐

跡

政

俊

本

田

美
佐
子

秦
　
　

義

宏

内

池

文

代

野

村

道

夫

本

Ⅲ

久

範

引

地

友

幸

二
　
瓶

登
窈
’ｒ

松

浦

悦

子

佐
久
間

和

典

秦
　
　

噸

子

佐

藤

和

子

小

西

美
奈
子

佐

蘓

明

美

平

舘

有

子

佐
久
間

美
由
紀

武

田

奈
菓
子

斎

藤

ゆ
か
り

中

野

由

幸

八

島

重

嶌

仲

田

夷
習
子

武

田
　
　

浩

古

山

百
合
子

古

川
　
　

彰

沢

口

正

信

舟

山

英

仁

阿

部

京

子

酒

井

浩

美

阿

部

悦

子

山
　
口

亮

Ｆ

安

達
　
　

守

菊

地

加
代
’ｒ

藤

Ⅲ

知

そ

宍

戸

典

子

阿

郎

恵

子

浦
　
　

健
　
一

吾

妻
　
一
　
昇

高

橋

光

男

佐
久
間

恵

子

阿

部

重

典

比

金

敏

春

阿

部

正

子

半

沢

雪

男

松

浦

信

子

小

紫

勝

佳

大

石

由
美
子

松

野

友
香
理

我

妻

弘

子

野

木

邦

子

菊

地

賻

政

斎

藤

美
代
子

阿

部

義

顕

・

小
坂
地
区
1
8
名

安
孫
子
　
　

透

阿

部
　
　

智

阿

部

真
知
子

若

生

脇

利

佐

藤

正

伊

鴨

田

妙

子

菅

野

春

美

浅

野

由
香
里

紺

野

広

信

黒

田

八
重
子

高

橋

ゆ
か
り

熊

坂

正

子

鴨

田
　
　

治

槇

山
　
　

仁

斎

藤

哲

夫

佐

藤

和

彦

安

藤

秀

志

佐

跡

は
る
江

・

森
江
野
地
区

１５
名

佐
久
間

孝

志

宍

戸

幸

恵

遠

藤

健

司

寺

島

み
さ
子

引

地

久

夫

佐

野

正

直

菊

地
　
　

学

大

槻

宰

子

大

津

克

浩

ゴ
ーの
帖

尚

美

古

田

寥

勝

八

巻

秀
　
一

村

上

擦

正

後

藤
　
　

聡

寺

鳥

正

樹

・

大
木
戸
地
区

１５
名

松

田

佳

香

高

擒

ゆ
う
子

斎

藤

貴
和
子

榕

沢

達

也

渡

部

勝

利

阿

部

祷

之

松

浦

勝

笑

佐

庫

浩

幸

佐

藤

真
由
美

商

橋

奮

孑

高

檎
　
　

栄

渋

谷

幸

子

村

上
　
　

豊

阿

部

照

子

松

浦

広

光

・

大
枝
地
区

７
名

松

浦

令

子

鈴

木

陽

市

佐

藤

里

美

古

田
　
　

彰

玉

手
　
　

淳

并

眇

浩

光

岩

城
　
　

勉

合
計
1
1
8名
（
男
5
6名

女
6
0名
）



あの人この人

6

7

＝若人の翼で

ドイツ・オランダに行って＝

仲野 博行 さん
(泉Ⅲ字川北60 23 歳)

「
若
い
う
ち
に
、
自
分
の
目
で
外
国

を
兒
て
み
た

い
。
そ
し
て
、
外
国

か
ら

兒
た
日
本
は
ど
う
な
の
か
も
知
り
た
く

て
参

加
し
ま
し
た
Ｊ

と
話
し
て
く
れ
る

の
は
、
去

る
十
月
十
六
日
か
ら
三
十
日

ま
で
、
若
人
の
冀
で
団
日

と
し
て
ド
イ

ツ
、
オ
ラ

ン
ダ

に
行
っ
て
き
た
仲
野
博

行
さ
ん
。

成
田
－

ア

’／
カ
レ
ッ
ジ
ー
コ
ベ
ン
（

Ｉ
ゲ
ン
ー
西

ベ
ル
リ
ン
匚
東
ベ
ル
リ
ン

ー
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
ー
ミ
シ
ェ
ル
ス
タ

″
ド
ー
（

イ
デ
隘
ベ
ル
ク
ー
シ
ュ

タ

″

ト

ベ
ル
ゲ
ン
ー
ア
ウ
グ
ス

ブ
ル
グ
ー
ミ

サ
ノ
ヘ
ン
ー
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
コ

ー

ス
で
回
っ
て
き
た
そ
う
だ
。

「
初
め
て
の
外
国
研
修
と

い
う
こ

と

で
、
と
て

も
不
安
で
し
た
が
、
吁

り
て

ほ
ん
と
う
に
良

か
っ
た
と
思
っ
で

い
ま

す
。
印
象

に
残

っ
た
こ
と
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、
西
ド
イ
ツ
の
道
路
が
と

て
も
き
れ
い
で
、

ゴ
ミ

。
つ
落

ら
て

い

ま
せ
ん
で
し
た

。
そ
れ
に
、
オ
ラ

ン
ダ

の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
中
央

駅
の
後
ろ
に

運
河

が
あ
り
、
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

シ
ュ

タ

″
ト

ベ
ル
ゲ
ン
で
民
家
で

。一
泊

し
た
ん
で
す
が
、
ａ

葉
は
あ
ま
り
通
じ

な
く
て
も
、
と
て
も
し
ん

せ
つ
に
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
別

れ
の
時
は
、
ち

よ
り
ぴ
り
ｅ

し
く
な
り
ま
し
た
Ｊ

と
話

す
博
吁
さ
ん
。
民
泊
し
た
時
に
、
ゲ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
に
連
れ
て

い
っ
て
も
ら
い
、

射
撃
の
競
技
で
優
勝
し

。
手
づ
く
り
の

人
形
を
も
ら
っ
た
。
（
写
良
の
中
の
人

形
が
そ
れ
で

あ
る

）

「
今
川
の
若
人
の
冀
に
参

加
し
て
、

外
国
を
兄
、
そ
の
国
の
人
々
と
接
す
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
数

回
の
事
前
研
修
で
、
県
内
の
多

く
の
人

た
ち
と
友
だ
ち
に
な
れ
た
の
が
、

た
い

へ
ん
良

か
っ
た
と
思

。つ
て
い
ま
す

。
も

し
、
釆
年
以
降
、
若
人
の
觜
に
参
如
し

た
い
と
考
え
て
る
人

が
あ
れ
ば
、
県
嗔

位
で
行

な
う
レ

ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
指
休

者
講
習
会

や
ク
う
フ
ト
講
習
会
、
キ
ャ

ン
プ
研
修
会
な
ど

に
参
卸
し
て
お
い
た

ほ
う
が
い
い
と
思

い
ま
す
。。
サ
ー
ク
ー

活
動
を
し
て

い
な

い
と
、
海
‥
顛
審

査
に

通
ら
な
い
の
で
、

廿
－

プ
ル
に
は
必
ず

人
つ
て
お
く
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

若
人
の
翼
に
参
川

す
る
た
め
に
は
、
自

分
だ
け
で

な
く
、
周
囲
の
人
た
ち
の
協

力
が
必
要
で
す
が
、
町
で
も

。
｛

″
ク
フ

ｙ

フ
’‐
｝で

い
た
だ
き
、

。
人
で
も
多
く

の

人
た
ら
に
参
加

し
て

も
ら

い
た

い
と

思

っ
て

い
ま
す
。‐。
私
も
、
ま
た
他
の
岡

へ
行
け
た
ら
い
っ
て
み
た
い
Ｊ
と
夢
を

括
る
岬
行
さ
ん
。

職
業
は
農
業
。
父

親
の
岡

。
郎
さ
ん

が
牧
蓄
、
岬
行
さ
ん
は
ｍ
ｔ’物
栽
培
な
ど

を
卜
っ
て
い
る
。
青
年
学
級
を
今
年
の

。・
．Ｈ
で

終
了
し
、
新
た
に
、
サ

ー
ク
ル

「
ぽ
け

り
と
」
に
入
り
活
紹
し
て

い
る
。

た
く
さ
ん
の
お
み
や
げ
を
前

に
、
数

々
の
思

い
出
を
楽

し
く
腿
っ
て
く
れ
る

博
行
さ
ん
。
今
後
の
活
紹
が
楽
し
み
で

あ
る
。

若
人
の
翼

ア

ル

バ

ム

Ａ町長から奨励全を賢ける仲間から花東を手にニッコリ

▲ミシェルシュタッドで４シュタッドベルゲンで民案の人と

▲ベルリンの璧の斜で

▲祝槽の胴上げ



福
島
県
身
体
障
害
者
福
祉
会

伊
達
支
部
作
品
展
示
会
を
閧
催

障
害
を
も
つ
人
た
ち
が
、
障
害
を
克

服
し
。
日
ご
ろ
の
趣
味
や
持
技
を
生
か

し
た
作
品
を
展
示
し
、
広
く
一
般
の
人

ぴ
と
の
参
観
を
得
て
、
身
体
阻
書
者
に

対
す
る
理
解
と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
、
毎
年
作
品
展
示
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。

今
年
は
、
国
見
町
で
開
催
さ
れ
ま
す

の
で
、
み
な
さ
ん
の
参
覲
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

◇
期
日

十
二
月
三
日
｛
土
｝
午
後
一
時
一

四
時

四
日
（
日
）
午
前
九
時

Ｉ
午
後
四
時

五
日
（
月
）
午
町
九
時

～
午
前
十
一
時

◇
会
鳩

国
兄
町
公
民
館
（
二
階
講
堂
）

嶺
な
お
、
展
示
会
開
催
中
の
十
二
月
四

日
の
午
的
九
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
、

結
婚
相
談
会
。
身
体
陣
害
者
相
談
会
も

催
さ
れ
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

福
島
県
の
最
低
賃
金
が

改
定
さ
れ
ま
し
た

福

鳥
県
最
低
賃
金
（
地
域
最
賃
）
に

つ
い
て
、
昭
和
五
十
八
年
十
月
十
二
日

か
ら
左
紀
の
よ
う
に
改
定

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
最
低
賃
金
は
。
福
鳥
県
内
の
事

業
鳩
で
使
用

さ
れ
る
す
べ
て
の
労
働
者

に
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
使
用
者
は
労

僣
者
に
対
し
て
、
こ
の
最
低
質
金
碩
以

上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
（
最
低
賃
金
法
粛
五
条
）

記

櫑
魯
県

暑

蚯

賃

金

】
畤
鷦

丿二
七
四
円

｛
賃
全
が
吟
間
に
よ

っ
て
竃
め
ら
れ
た

も
の
｝

� 一
日
二
、
九
八
九
円

�
最

低

賃

金

幀
釁
勍
手
当

通
勤
季
当

掌
族
孚
当

�
� 障

外
貨
盒

※
最
低
賃
金
に
つ
い
て
の
ご
照
会
、
ご

相
頡
は
左
妃
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
福
鳥
労
働
基
準
Ｑ
賃
金
課

さ

９
一
四
｀

卜

之
四

－

一
一
一
一
（

大

代

表

）

青
年
運
転
者
講
習
会
の

お
知
ら
せ

桑
折
曾
察
署
で
は
、
膏
年
運
転
者
の

交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
左
記
の

日
程
で
。
二
十
五
歳
未
満
の
運
転
者
を

対
象
に
講
習
会
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

該
当
す
る
方
は
必
ず
受
講
し
て
く
だ

さ
い
。

○
十
一
月
二
十
一
日
・
二
十
二
日

一

兄
町
公
民
館

午
後
七
時
か
ら

○
十
一
月
二
十
三
日
・
二
十
四
日
・
二

十
五
日
　
桑
折
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

午
後
七
時
か
ら

※
都
合
の
良
い
日
に
、
最
寄
り
の
会
場

で
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

電
話
番
号
に
つ
い
て

本
誌
七
月
号
で
、
市
外
局
番
解
消
の

お
知
ら
せ
を
掲
載
し
ま
し
た
が
。
実
施

日
裡
が
確
定
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
改

め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

実
施
日
時

昭
和
五
十
八
年
十
二
月
七
日
（
水
）

午
後
二
時

※
福
島
市
お
よ
び
伊
達
郡
九
町
｛

国
兄

町
を
含
む
｝
の
各
地
城
相
互
間
の
通

話
は
。
す
べ
て
市
内
局
番
｛
ニ

ケ
タ
｝

と
電
話
番
号
と
の
針
六

ケ
タ
の
ダ
イ

ヤ
ル
で
つ
な
が
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

福
鳥
電
報
電
話
局

ａ

（

９
一
四
皿
こ

一
一
一
Ｉ

ニ
呂

｀

ｓ

（

９
一
口
皿
）

一

　
浦
　
０
０

国見の地名
6いっ ちょう　だ

一 町 田 菊池利雄

大
化
の

改
新
（
六
四
五
）
以
降
、
公

地
公
民
制
に
よ

る
班
田
収
授
の
法

が
施

行
さ
れ
、
農
民
に
一
定
の
土
地
（
男
子

に
は
水
田
二
反
・
女
子
に
は
そ
の
三
分

の
二
）
を
与
え
て
、
税
を
と
る
必
要
か

ら
全
国

的
に
水
田
の
一
辺
を
、
六
〇
歩

（
歩
は
長

さ
の
単
位
で
一
間
（
六
尺
）

に
当
る
。
約
一
〇
九
Ｕ

）
の
間
隔
に
溝

や
心
皿

に
よ
っ
て
、
ｆ
が

の
目
状
に
区

画
し
た
の

が
条
理
制
で
あ

る
。

国
見
で
は
か
つ
て
東
北
地
方
で
も
、

最
大
規
模
と

い
わ
れ
る
条
理
制
水
田
の

遺
構
が
、
徳
江
、
塚
野
目
、
廊
田
、
轟

山
、
高
城
、
石
母
田

、
西
大
枝
な
ど
の

平

地
部

に
存
在
し
て
い
た
が
、
昭
和
五

十
年
以
降
、
県
営
の

圃
場
整
備
事
業
の

実
施
に
伴

い
、
山
崎
地
区
の
一
郎
を
殃

し
て
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
。

碁
盤
の
目
状
地
割
の
一
辺
で
あ
る
六

〇

歩

こ

丁

）
平
方
の
正
方
形
は
、
坪

（
当
時
の
一
町
少

。
現
在
の
一
町
二
反

に
相
当
し
、
六
尺
平
方
の
坪
と
は
異
な

る
）
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
坪
の
な
か
は

長
地
形
ま
た
は
半
折
形

と
呼

ば
れ
る
六

間
×
六
〇
間

こ

二
間
×
三
〇
閠
の
、

反
（
三
六
〇
坪

）
に
十
等
分
さ
れ
て
い
た

が
、
国
見
で
は
坪
内
の
地
割
が
長
地
形
、

半
折
形
の
い
づ
れ
に
も
属

さ
な

い
不
整

形
の
も
の
が
多
く
み
ら
れ
た
。
坪
を
曜

横

に
六
個
ず
つ
並
ぺ
た
正
方
形
｛
三

六

〇
町
歩
｝
は
里
と
呼

ぱ
れ
、
里
の
な
か

の
坪
に
は
数
字
の
番
号

が
附
さ
れ
て
、

一
の
坪
と
か
二

の
坪

と
呼
ば
れ
た
が
、

国
見
に
は
坪
付
名
は
み
あ
た
ら
な
い
。

藤
田
の
町
役
場
の
所
在
地
や
山
崎
の

小
事
名
に
は
、
一
町
田
の
地
名
が
残
さ

れ
て
お
り
、
明
治

初
期
に
お
け
る
地

徂

改
正
削
の
西
大
技
村
図
に
も
一
町
田

が

あ
っ
て
、
と
も
に
か
っ
て
の
条
里
遺
構

地
内
に
位
置
し
て
お
り
、
当
時
の
坪
が

一
町
歩
の
水
田

に
相
当
し
て
い
た
こ
と

に
由
来
す
る
、
条
理
関
漣
の
地
名
と
考

え
ら
れ
る
。

参
考
文
献

国
見
町
史
Ｌ

眷
粂
里

と
む

ら
、
西
大
枝
村
区
有
文
書
、
地
図
類

。

薦
田
村
、
山
崎
村
地
籍
図

条里坪付図

長地形（短冊形） 半折 形（色紙形）

坪地割
斜繍郎の広さがそれぞれ１段。
及地形には槇に細憂く仕切った
南北式とよぱれるものもある。



土
地
取
引
の
ま
え
に
…

Ｉ
知
事
に
届
出
を
‘’

国
土
利
用
針
画
法
で
は
、
土
地
の
投

機
的
取
引
や
地
価
の
高
騰
を
抑
制
し
、

乱
開
発
な
ど
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
土

地
取
引
に
つ
い
て
届
出
制
を
設
け
て
い

ま
す
。

一
定
面
積
以
上
の
土
地
の
取
引
を
し

よ
う
と
す
る
時
は
、
あ
ら
か
じ
め
知
事

に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◆
届
け
出
の
必
要
な
土
地
取
引
面
欄

困
市
街
化
区
域
二

、
〇
〇
〇

㎡
以
上

凹
郁
市
針
画
区
城
（

困
を
除
く

）

五
．
０
０
０

㎡
以
上

鬥
都
市
針
画
以
外

の
区
域

一
〇
、
〇
〇
〇

㎡
以
上

◆
届
け
出
か
ら
契
約
ま
で

契
約
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
取

引
の
当
時
者
（
売
買
の
場
合
で
あ
れ
ば

売
主
と
買
主
）
は
、
取
引
の
予
定
価
格

や
利
用
目
的
を
杳
い
た
知
事
あ
て
の
届

出
書
を
、
契
約
を
結
ぷ
六
週
間
前
ま
で

に
町
役
場
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
を
受
け
た
知
事
は
、
取
引
価

格
と
利
用
目
的
に
つ
い
て
審
査
を
し
。

不
遭
正
と
認
め
る
と
き
は
。
取
引
の
中

止
ま
た
は
変
更
を
勧
告
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
鳩
合
は
、
届
出

日
か
ら
六
週
間
以
内
に
勧
告
を
し
な
い

旨
文
書
で
通
知
し
ま
す
。
こ
の
通
知
を

受
け
取
れ
ば
契
約
が
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
町
役
場
企
画
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
届
出
用
紙
も

企
画
課
に
あ
り
ま
す
。

年
末
調
整
説
明
会
の

お
知
ら
せ

昭
和
五
十
八
年
分
の
年
末
調
整
脱
明

会
が
左
記
の
Ｕ
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

年
末
調
餓
関
係
の
諸
用
紙
は
、
説
明

会
当
日
。
会
蝿
で
配
付
し
ま
す
の
で
、

各
事
業
所
の
鰹
理
担
当
者
の
出
席
を
お

瓢
い
し
ま
す
。

○
日

時
昭
和
五
十
八
年
十
一
月
二
十
一
日

午
後
一
時
三
十
分
一
四
時

○
場

所
桑
折
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

募

集
県
立
石
川
技
術
専
門
校

一
、教
育
釧
観
科
目

建
築
科

一
二
十
名

左
官
科

二
十
名

二
、入
学
資
格

中
学
校
卒
業
右
（
卒
業

兄
込
の
者
を
含
む

）

皿
．
入
学
願
書
受
付
期
間

昭
和
瓦
卜
八
限
4‐
」
月
こ
卜
丘
日

～
十

‐‐
月
こ
十
四
Ｅ

四
．
入

学

賦

験

昭
和

。五
卜
八
嶇
十
一
月
一
子

丘
日
ｔ

※
詳
し

く
は
、
本
校
（
｀
‘○
二
四
七
二

－

六
－

三
二
三
二

）
へ
お
問

い
合
せ

く
だ
さ
い
。

善
意
の
窓

町
社
会
福
祉
協
議
会
に

◆
八
鳥
直
喜
さ
ん
（
滝
山
）
か
ら

五
万
円
１
故
昌
さ
ん
の
ご
遺
志

◆
紺
肝
寮
卉
さ
ん
（
第
十
二
）
か
ら

二
万
円
１
故
善
一
郎
さ
ん
の
ご
遺
志

◆
後
藤
邦
彦
さ
ん
（
本
町
）
か
ら

二
万
円
Ｉ
故
爨
こ
郎
さ
ん
の
ご
遺
志

◆
Ａ
コ
ー
プ
国
兄
店

か
ら

二
万
九
百
円

上

．一
周
年
記
念
セ
ー
ル

わ
た
あ
め
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金

◆
生
協
国
兇
店
家
庭
会
か
ら

二
万
五
百
円
－

親
子
映
画
会
収
益
金

．
万

九
千
百
円

―
卜
周
年
記

念
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
セ
ー
ル
収
益
金

◆
県
北
中
学
校
生
徒
会
か
ら

十
四
万
千
百
七
十
だ
円
－

文
化
祭
に

お
け
る
生
健
会
バ
ザ
ー
に
よ
る
益
金

阿留生徒会長から佐藤町長に

見覚えがある

この男!!

－ 蕗名手紀ｌ 人の

検●にご皿力亳一

全国の瞽啝

a｀lｓl 齠 叭|り 』£4･ ｜

れ て い ｉ 粮 Ｕ 壜 詰 、

年 9 月 一 日 現 在て4,

恥2 Å にのぽ り て

い ます。

･この中に は､輓人、

強盗など1

働いた

凶画犯もを

り、円じ ような妃行を

練り返 す恐 れもあり ます。

駅や文番に僵られるポスターな

どの写真に韋寛 えがありましたら、z=

めらわず曹察(no 讐) へご通報

（ ださい。

11月は
指名手配観疑備重重強化月闢

心配ごと相談日
場 所 ： 役場 二 階 相 談 室( 東●人口からま,入り下さい)

吟 間 ： ９畤 ～12 畤

こ まったことや、相談ごとがありましたら、

お気軽にご相献下さい。秘密は絶対に守り ます。

〔相 飯 員 〕

11月25 日 (金）阿部 俊恒 ，玉 手マルヨ
12月５日（月）佐野　市郎，安藤　トヨ

12月15日（木）吉川　弥古，黒田　ヒロ

11月　 霜月（しもつき）

20日（日）満 月

23日（水）勤労感謝の日

小 雪

26日（土）秋の全圃火災予防運動

28日（月）税関記念日

12月 師走（しわす）

１日（木）歳末助け合い運動

４日（日） 人権遇間

８日（木） 大言・針供養

９日（金）障害者の日

身 体陣害者福祉週間



公
民
館
だ
よ
り

国見町公民館

電

話

･公２６ ワ６

ｆ４156

秋を満喫
○高齢者・婦人運動会　　　　　10 月８日

○国 見町ゲ ートボール大会　　　10 月15日

Ｏ国見町 ・桑折町青少年健全育成剣道大会

10月30日

０ 国見珍記録大会　　　　　　　10 月30日

○国見町内一周駅伝競走大会　　11 月６日
▲さあ・スタ ート

▲F タスキ・タスキj

ゴ ー ル イ ン

４「うまく入れ」勹

▲なかなか入らないなアー ▲「それ・カアちゃん しっかり」 あ仲良く・ゴール.？



スポーツの

各種大会

▲町長から表彰状▲チピッ子剣士も大ハッスル

▲負けるもんか
▲見事？な逆立ち

▲い ま ． 栄 光 の

▲なかなかへらないなアー
▲遅剩も楽じゃあない

お
し
ら
せ

「
あ

づ
ま

号
」

巡

回

移
励
図
書
館
「
あ
づ
ま
号
」
が
左
記
の
日

程
に
て
巡
回
し
、
図

書
の
貸
出
し
、
各

種
相
談
等
を
行
い
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

１
　
０
１

１
月
３
ー

々多今φ泰 月
日

国
兄
町
公
民
館

小
坂
（
郵
便
局
）

国
兄
電
子

国
兇
禎
機

森
江
野
支
所

大
枝
支
所

堝
　

所

９
畤
3
0分
ー
1
0時
2
0分

1
0畤
3
0分
～
ｎ
時

1
1時
1
0分
ー
Ｈ
時
恥
分

1
2時
　

～
1
2畔
3
0分

1
3時
4
0分
ー
1
4畤
4
0分

1
4畤
5
0分
～
1
5畤
5
0分

畤
　
　

間

町
民
学
校

・
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
教
室

Ｈ
月
旧
口
～
り一
月
忿
日

６
回

・
太
極
箏
教
室
　
　
　
　

Ｈ
月
1
3日
1
1
2月
2
5日

８
回

町
民
講
座

・
し
め
縄
づ
く
り
講
習
会
1
2
月
1
1日
　

午
後
１
時

寄
　
贈

・
お
城
横
型
（
大
阪
城

）
　

山
崎
耕
谷

大
槻
忠
一
氏

・
宝
袋

一一一
点

高
齢
者
・
婦
人
運
助
会
で
協
賛

国
見
町
商
ｔ
ふ
会
峰
人
部
様

あ

つ

か

し

俳

句

会

秋
晴
や
毛
越
寺
の
池
静
も
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥

山

甲

二

老
い
て
行
く
の
み
の
安
ら
ぎ
漫
め
酒
　
　
　
　
　
　
　
　

藤

田

勝

衛

唐
辛
子
し
こ
た
ま
千
し
て
貧
に
耐
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　

奥

山

爾

田

毋
の
忌
を
心
に
修
す
ち
ち
ろ
虫
　
　
　
　
　
　
　
　
　

須

田

泰

山

紅
葉
狩
り
佃
の
も
て
な
し
得
て
明
け
ぬ
　
　
　
　
　
　
　

渋

谷

良
　
一

丈
っ
め
る
伽
と
な
り
ぬ
秋
袷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

赤

間

は
る
子

亡
き
母
の
逡
き
し
齢
や
木
ノ
葉
髪
　
　
　
　
　
　
　
　
　

羽

賀

え
　
い

も
ろ
く

の
過
去
を
た
た
み
し
秋
袷
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴

木

さ
ち
子

か
ま
き
り
や
石
こ
ろ
遭
に
立
往
生
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高

橋

仙

子

煮
こ
ろ
が
し
っ
や
よ
く
炊
き
て
秋
祭
り
　
　
　
　
　
　
　

佐

藤
　
ヨ
ウ
子



牛
君
、
わ
が
家
へ

十
月
十
二
日

．
紅
葉
で
秋
の
色
濃
く

な
っ
た
町
営
牧
場
で

閉
牧
式

が
行
わ
れ
、

五
月
九
日
の
放
牧
以
来
、
五
か
月
間
の

ぴ
の
ぴ
と
過
ご
し
た
、
今
年
生
ま
れ
た

子
牛
十
七
頤
を
含
む
七
十
二
頸
の
牛
た

ち
が
、
飼

い
主
の
手
に
引
き
取
ら
れ
下

牧
し
ま
し
た
．

式

に
は
、
高
橋
友

義
牧
野
組
合
長
を

は
じ
め
、
佐
藤
善
右

工
鬥
町
長
、
県
や

町
の
関
係
者
、
牧
野
組
合
員
ら
四
十
名

が
出
席
し
、
そ
れ
ぞ
れ
牛

が
放
牧
さ
れ

て

い
る
聞
．
一
件
も
事
故

が
な
く
、
無

事
成
長
し
た
こ
と
を
寡

び
あ

い
ま
し
た
。

▲下牧する牛たち

白
鳥
さ
ん
　
よ
う
こ
そ

冬
の
使
者
白
鳥
が
、
今
年
も
、
元
気

な
姿
を
。
阿
武
隈
川
徳
江
河
原
に
兄
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
毎
年
、
五
十
羽
ぐ
・
り

い
飛
米
し

ま
す

が
、
十
月
”
卜
句
。
第
一

陣
と
し
て
、
十
六
羽
｛
う
ち
一
羽
は
幼

鳥
｝
が
飛
来
し
、
羽
を
休
め
て
い
ま
す
。

こ

れ
か
ら
も
、
続
々
と
飛
米
す
る
こ

と
と
思

い
ま
す
が
、
見
に
行
く
時
は
、

鳥
た
ら
を
驚
か
せ
な
い
よ
う
に
し

た
い

も
の
で
す
。

▲羽を休める白鳥（俾江河原で）

青
東
駅
伝
が
完
全
復
活

Ｉ
下
重
選
手
が
一
位
で
県
入
り
～

第
二
十
六
回
鄒
道
県
対
抗
東
日
本
縦

断
駅
伝
競
走
大
会
は
、
青
森
匚
東
京
間

八
六
ニ
キ
ロ
を
七
日
間
に
わ
た
り
、
栄

光
の
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
健
脚
を
竸
い

ま
し
た
。

昨
年
。
盛
岡
卜
東
京
間
で
八
年
ぶ
り

に
復
活
し
た
こ
の
大
会
は
、
今
年
は
青

森
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
、
完
全
復

活
し
ま
し
た
。

卜
月
二
十
八
日
に
、
青
森
を
ス
タ
ー

ト
し
た
選
手
た
ち
は
、
紅
葉
が
道
ん
だ

み
ち
の
く
路
を
南
下
し
、
大
会
五
日
目

の
十
一
月
一
日
午
前
十
時
三
十
九
分
四

十
二
秒
、
本
県
エ
ー
ス
の
下
重
選
手
が

卜
。
ブ
で
藤
田
中
継
所
に
入
り
、
タ
ス

キ
を
次
走
者
の
鈴
木
選
手
の
手
に
渡
し

沿
道
に
つ
め
か
け
た
数
百
人
の
フ
ァ
ン

か
ら
措
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
、
本

県

勢
の
意
気
を
あ
げ
ま
し

た
。

４トップで禍鳥県入りした下豊遭手

戸籍の窓口
(10 月受付分)

出生おめでとうございます
保護古　　 部　落

鯨 太(りょうた)石川　正博　篇　 四
恵( め ぐ み)佐簾　 豊 第　 一

智　香(と も か)村上 健一　第　 九
直 樹(な お き)佐藤 操一　前　 田
航( わ た る)八巻　忠義　高　 城

ご結婚おめでとうございます
氏　　 名　　　　　　 部　落

高 野　憲　―　　　　 大　 坂
浅 井 則 子　　　 福 鳥 市
冨 塚　康　弘　　　　 小　 坂
山 田　美貴子　　　　 山 形 県
佐久間　　 茂　　　　 第　 一
桜 沢 齢 子　　　 光 明 寺
斎 藤 聊　康　　　　 町　 東
斎 庫　智恵子　　　　 福 鳥 市
管 野 博 美　　　 宮 町 北
国 分　美英子　　　　 桑 折 町

おくやみ申し上げます

氏　　 名　　　年齢　　 郎　ｉ
鈴 木　與　平　　79　　 川　 内
松　浦　喜　吉　　78　　 川　 内

豪　　 タ　ツ　　79　　 人町 北
後 藤　ツメノ　　82　　 川　 内
八　鳥　　 昌　　70　　 滝　 山

佐 鱗　ツ　カ　　82　　 川　 内
紺 野　柊一郎　　S1　　 本　 町
小 畑　チャウ　　81　　 人 町 北
後 藤　豊二郎　　78　　 本　 町
菅 野 袴 男　　44　　 内 谷 東
佐 藤 哨　治　　74　　 山崎小舘

人 口 と 世 帯

||月｜日現在(前月比)10月中のうごき

人
　
　

囗

男5.899 人（－ ｌ ）

女6  , 244人（土 Ｏ）

計12  ﾖ 43人 （－ ｌ）

世帯数2  69 戸（士Ｏ）

転 入　27人

転 出　22人

出 生　５人

死 亡　11人

編
集
日
記

ｙ
今
年
も
。
近
づ
く
冬
と
と
も
に
こ
冬

の
使
者
”
白
鳥
が
飛
来
し
ま
し
た
。
福

鳥
市
岡
部
の
阿
武
限
川
が
白
凡
の
飛
来

地
と
し
て
有
名
で
す
が
、
国
見
町
の
徳

江
河
原
に
も
、
毎
年
五
十
羽
ほ
ど
飛
来

し
て
い
ま
す
。
▼
十
月
下
旬
、
第
一
陣

十
六
羽
が
飛
来
し
、
十
一
月
上
旬
に
は

二
十
故
羽
に
増
え
ま
し
た
。
▼
ま
だ
羽

色
が
茶
か
っ
色
の
幼
鳥
も
、
一
羽
か
ら

五
羽
に
増
え
、
他
の
観
鳥
や
カ
モ
な
ど

と
と
も
に
遊
ん
で
い
ま
す
。
▼
例
年
で

す
と
、
舟
曹
場
付
近
に
住
み
つ
き
ま
す

が
、
今
年
は
、
檎
梁
工
事
の
せ
い
か
。

ず
っ
と
下
流
の
ほ
う
に
住
み
つ
い
て
い

ま
す
。
▼
一
度
、
白
鳥
た
ち
の
姿
を
見

に
出
か
け
て
み
て
は
い
か
が
。
　

Ｓ

発
行
・
編
集

国
兄
町
企
直
課

福
鳥
県
伊
建
郡
国
見
町
大
字
藤
田
字
一
丁
田
二
２
の
Ｉ

一

九
六
九
一

一
七

Ｓ
藤
田
（
○
二
四
五
八
五
）
二
一
一
一
（
代
表
）
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